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今年度要求のポイント

事 業 名 老人医療扶助費

事業目的

関連事業

現行制度継続

【今後（26年度～）】

その他

（単位：千円）

1,564,754

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

昭和47年1月1日施行 現行制度継続

【経過（～24年度）】 【25年度】

1,625,1961,564,754

平成25年度要求額

全体事業費

1,625,1961,564,754

入院　　682,582千円

1,625,196

項目

過去の給付実績から推計した１人当たりの助成額に対象者数を乗じて要求。

1,481,837

平成23年度決算額 平成24年度予算額

24年度予算

主な要求内容

通院　　942,614千円

内容・積算等25年度要求額
65歳以上の高齢者が、健康保険証を使って医療機関等にかかったとき
の医療費の一部を助成する。(所得制限あり)
【一部自己負担金】
１医療機関あたり月2日を限度に1日500円まで。ただし、複数医療機
関を受診し、1人につき月額上限の2,500円を超えた分は、申請により
還付。
【助成対象】
・障害者自立支援法による精神通院医療を受けている方
・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律による
　結核医療を受けている方
・国指定の特定疾患の治療を受けている方
・身体障害者手帳の等級が１級又は２級に該当する方
・知的障害の程度が重度の方(療育手帳でA判定)
・知的障害の程度が中度(療育手帳でB１判定)で身体障害者手帳を
　持つ方
・ひとり親家庭医療費助成制度に該当する父、母または養育者の方

事業期間 　S47　～　H　　

事業内容

合計

高齢者の健康の保持及び福祉の増進を図る。

マスタープラン
３つの挑戦

－

扶助費　（12,810人）

事 業 費

マスタープラン

施策番号
1

区分
その他一般施策

－

整理番号 11 - 033

(単位　千円)

2 局・課名 健康福祉局・保険徴収医療課


